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8
月
21
日
、
第
50
回
建
設
山
口
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
山
口
市
の
「
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
」

で
開
催
。
青
年
の
部
７
チ
ー
ム
・
壮
年
の
部
５
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
各
支
部
の
交

流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
「
建
設
山
口
」
各
支
部

の
旗
を
先
頭
に
選
手
が
勢

ぞ
ろ
い
す
る
中
で
開
会
し

ま
し
た
。
吉
村
委
員
長
が

「
大
変
な
暑
さ
の
中
、
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ま
た
怪
我
を
し
な
い
よ
う

十
分
に
注
意
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

青
年
の
部
で
一
番
く
じ

の
徳
山
支
部
の
井
町
青
年

部
長
が
力
強
く
２
年
連
続

と
な
る
選
手
宣
誓
。
そ
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ト

に
分
か
れ
て
早
速
試
合
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

青
年
の
部
は
、
と
も
に

２
桁
得
点
で
勝
ち
上
が
っ

て
き
た
小
野
田
支
部
と
豊

浦
支
部
の
決
勝
戦
と
な
り

ま
し
た
。
引
き
締
ま
っ
た

い
い
試
合
を
制
し
た
豊
浦

支
部
が
底
力
を
発
揮
し
て

念
願
の
初
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　

壮
年
の
部
は
、
接
戦
を

制
し
て
勝
ち
上
が
っ
て
き

た
吉
南
支
部
と
圧
倒
的
な

　

ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
、
例
年
通
り
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
と
同
日
の

8
月
21
日
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

太
陽
が
照
り
つ
け
る

中
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
の
合

同
の
開
会
式
を
終
え
た

後
、
体
育
館
に
移
動
し
て

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
主

婦
の
会
の
部
は
４
支
部
４

チ
ー
ム
、
混
合
の
部
は
６

支
部
６
チ
ー
ム
の
出
場
と

な
り
ま
し
た
。
主
婦
の
会

の
部
は
、
出
場
チ
ー
ム
数

の
関
係
か
ら
総
当
り
の

リ
ー
グ
戦
、
混
合
の
部
は

予
選
リ
ー
グ
の
後
、
リ
ー

グ
１
位
ど
う
し
の
優
勝
戦

を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
主
婦
の
会
の

部
は
、
全
て
の
試
合
で
１

セ
ッ
ト
も
落
と
さ
な
か
っ

た
吉
南
支
部
が
優
勝
。
準

優
勝
は
小
野
田
支
部
で
し

た
が
、
今
年
も
参
加
支
部

の
減
少
と
参
加
チ
ー
ム
の

減
少
に
課
題
が
残
り
ま
し

た
。
混
合
の
部
の
優
勝
は

山
口
支
部
、
準
優
勝
は
吉

南
支
部
で
し
た
。

ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
に
参
加
し
て

　
　

平
田　

邦
子
（
光
）

　

光
支
部
は
、吉
南
支
部
、

徳
山
支
部
と
戦
い
ま
し

た
。
何
分
に
も
私
達
は
選

手
が
少
な
く
、
練
習
も
試

合
前
に
数
回
、
相
手
チ
ー

ム
は
と
も
に
選
手
が
多

く
、
練
習
も
よ
く
す
る
そ

う
で
す
。

　

選
手
を
集
め
る
こ
と
が

精
一
杯
の
チ
ー
ム
、
練
習

を
い
つ
も
し
て
い
る
チ
ー

ム
の
差
と
い
う
事
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
出
場
で
き
る

チ
ー
ム
が
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
る
事
も
事
実
で

す
。
で
も
出
場
し
た
ら
本

気
に
な
り
、
面
白
い
の
で

す
け
ど
ね
。
選
手
よ
き
た

れ
、
待
っ
て
い
る
よ
。

持
ち
前
の
打
力
が
爆
発
。

４
年
ぶ
り
の
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

青
年
の
部
・
壮
年
の
部

と
も
に
、
仲
間
が
繰
り
広

げ
る
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
や

珍
プ
レ
ー
に
大
き
な
拍
手

が
起
こ
る
な
か
、
ス
ポ
ー

ツ
で
汗
を
流
す
と
と
も
に

各
支
部
間
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

打
力
で
勝
ち

上
が
っ
て
き

た
長
門
支
部

が
決
勝
で
対

決
。
序
盤
は

接
戦
で
し
た

が
、
終
盤
に

長
門
支
部
の

仲
間
の
プ
レ
ー
に

大
き
な
拍
手

スポーツで各支部交流
いい汗かいて

■
増
改
築
相
談
員
新
規

　
及
び
更
新
研
修
会

○
新
規
研
修
会

【
日
時
及
び
時
間
】

　

11
月
14
日
㈪
〜
11
月

15
日
㈫

○
更
新
研
修
会

【
日
時
及
び
時
間
】

　

11
月
15
日
㈫

【
場
所
】
建
設
山
口
会
館

【
受
講
料
】
新
規
・
２
万

５
千
円
・
更
新
・
１
万

６
５
０
０
円
（
詳
細
は

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

　

原
爆
投
下
で
犠
牲
と

な
っ
た
建
設
労
働
者
・

職
人
の
御
霊
へ
の
慰
霊

祭
が
８
月
５
日
に
広

島
、
８
月
８
日
に
長
崎

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

広
島
の
慰
霊
祭
に
吉
村

委
員
長
と
長
谷
主
婦
の

会
会
長
が
参
加
。
長
崎

の
慰
霊
祭
に
は
、
小
林

書
記
長
と
主
婦
の
会
か

ら
井
関
喜
代
さ
ん
（
下

関
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

広
島
の
平
和
記
念
公

園
内
「
原
爆
犠
牲
建
設

労
働
者
・
職
人
の
碑
」

前
で
開
催
さ
れ
た
慰
霊

祭
に
は
、
全
国
か
ら

１
８
４
人
が
参
列
。
原

爆
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰

め
る
た
め
、
各
組
合
の

代
表
の
手
に
よ
っ
て

59
ヶ
所
の
名
水
を
献
水

し
、
約
14
万
羽
の
折
鶴

が
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

主
婦
の
会
で
集
約
し
た

折
鶴
を
献
納
し
、
名
水

百
選
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
別
府
弁
天
池
湧
水
」

を
献
水
し
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
ス
マ
ホ
に
も
対
応
し
て

お
り
、
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ホームページをリニューアル

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
中
建
国
保
加
入
は
、

協
会
け
ん
ぽ
加
入
と
同

等
の
扱
い
」
と
な
り
ま

す
。
元
請
な
ど
か
ら
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。 法人設立の前に

組合へご連絡を

青年の部初優勝の豊浦チーム

壮年の部４年ぶり優勝の長門チーム

試合前に気合いを入れる吉南チーム

ナイスバッティング

折鶴を献納する長谷主婦の会会長

　
折
鶴
献
納
し
名
水
を
献
水

慰
霊
祭
へ
参
加

トリムバレー
ボール大会

参
加
者
の
声
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一般住宅と比べても引けを取らない

全国大会で奮闘中の吹本さん

前回の要請行動で集まったハガキ（2万9,457枚）

　
【
豊
浦
・
増
田
淳
二
（
大

工
・
46
）】
私
は
６
月
下

旬
の
熊
本
県
宇
城
市
の
仮

設
住
宅
建
築
の
現
場
に
続

き
、
今
回
が
２
回
目
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
現
場
は
阿
蘇
市
で
、
建

設
山
口
か
ら
は
５
人
が
従

事
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
宇
城
市
の
現
場

と
違
い
、
７
月
下
旬
か
ら

の
着
工
と
い
う
こ
と
で
梅

雨
も
明
け
、
環
境
も
良
く

工
程
内
容
通
り
作
業
は
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

私
も
含
め
建
設
山
口
の

仲
間
た
ち
は
、
２
回
目
の

方
も
多
く
、
作
業
内
容
な

ど
朝
夕
確
認
し
、
他
県
の

人
た
ち
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ

に
仕
事
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
県
の
方
と
も
仕
事
を

通
じ
て
交
流
も
あ
り
、
と

て
も
良
い
勉
強
と
な
り
ま

し
た
。

　

仮
設
住
宅
と
は
い
え
、

１
，
２
年
で
壊
す
わ
け
で

は
な
く
、
長
期
的
に
居
住

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

お
り
、
住
宅
の
仕
様
も
一

般
住
宅
と
比
べ
、
引
け
を

取
ら
な
い
断
熱
性
能
な
ど

を
保
持
し
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
大
変
な
も
の
で

し
た
。

　

た
だ
た
だ
、
被
災
者
の

た
め
に
と
い
う
想
い
で
私

た
ち
は
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
で
も
早
い
熊
本
県

の
復
興
を
今
も
望
ん
で
い

ま
す
。

　
「
が
ん
ば
ろ
う
熊
本
！
」

“
技
”
競
い
あ
う

課
題
は
四
方
転
び
踏
み
台

受
け
た
あ
と
、９
時
15
分
、

合
図
と
と
も
に
競
技
が
始

ま
り
ま
し
た
。
初
め
に
原

寸
図
を
作
成
。
早
い
選
手

で
は
30
分
程
度
で
書
き
上

げ
る
な
ど
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
。そ
の
後
、

一
息
つ
く
間
も
な
く
木
削

り
、
墨
付
け
へ
。
昼
食
休

憩
を
挟
み
、
午
後
か
ら
も

競
技
は
続
き
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
55
分
、
６
時

間
の
競
技
が
終
わ
り
、
時

間
内
に
４
台
の
「
四
方
転

び
踏
み
台
」
が
完
成
。
審

査
の
結
果
、
金
賞
に
河
内

信
宏
さ
ん
（
光
）、
銀
賞
に

吹
本
健
二
さ
ん
（
宇
部
）、

　

8
月
27
日
～
29
日
、
徳

島
県
徳
島
市
「
ア
ス
テ
ィ

と
く
し
ま
」
で
開
催
さ
れ

た
全
建
総
連
第
32
回
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
に
、

宇
部
支
部
の
吹
本
健
二
さ

ん
と
防
府
支
部
の
竹
形
秀

銅
賞
に
竹
形
秀
志
さ
ん

（
防
府
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
参

加
さ
れ
た
猶
真
一
郎
さ
ん

（
美
祢
）
は
、
原
寸
図
免

除
と
な
っ
た
た
め
入
賞
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
見
事
な
作
品
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

志
さ
ん
が
出
場
。

　

全
国
大
会
と
い
う
独
特

な
雰
囲
気
と
緊
張
感
の
中

で
、
全
国
か
ら
36
県
連
・

組
合
73
人
が
日
頃
の
鍛
錬

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

初
出
場
の
竹
形
さ
ん
は

大
工
に
な
っ
て
わ
ず
か

10
ヶ
月
に
も
関
わ
ら
ず
、

猛
練
習
の
甲
斐
も
あ
っ

て
、
見
事
に
時
間
内
に
作

品
を
組
み
上
げ
ま
し
た
。

　

一
方
、
過
去
に
技
能
五

輪
へ
の
出
場
経
験
を
持

ち
、
３
回
目
の
全
国
青
年

技
能
競
技
大
会
出
場
と
な

る
吹
本
さ
ん
は
、
１
０
０

点
満
点
換
算
で
惜
し
く
も

約
０
．
３
点
差
で
入
賞
を

逃
し
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
と
し
て
、
久

し
ぶ
り
の
入
賞
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後

へ
の
期
待
が
膨
ら
む
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
建
設
山
口

本
部
会
館
を
会
場
に
、５

支
部
６
選
手
の
参
加
の

も
と
建
設
山
口
第
32
回

技
能
競
技
大
会
を
開
催
。

　

競
技
課
題
は
「
四
方

転
び
踏
み
台
」、
競
技

時
間
は
６
時
間
で
す
。

競
技
委
員
か
ら
説
明
を

増田さん

ハガキ要請行動に
御協力を

　

来
年
度
の
国
保
組
合
に

対
す
る
補
助
金
の
現
行
水

準
の
確
保
を
求
め
る
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
は
、
全
建
総

連
傘
下
の
組
合
が
一
斉
に

取
り
組
む
大
切
な
運
動
で

す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
２
万

９
５
４
７
枚
を
集
約
し
、

７
月
27
日
に
投
函
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
夏
と
秋
の
２
回
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏

も
全
支
部
で
組
織
人
員
の

　

国
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
の
健
全
な
発
達
及
び

消
費
者
が
安
心
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
環
境
の
整
備
を
図

る
た
め
に
、「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団
体
登

録
制
度
」
を
２
年
前
に
創

設
。
大
手
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
も
こ
の
制
度
に
対
応

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
建
総
連
は

２
倍
を
目
標
に
取
り
組
み
、

全
支
部
で
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
秋
の
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
厚
生
労
働
省
４

　

青
年
部
は
7
月
30
～
31

日
、
恒
例
の
夏
季
研
修
会

を
下
関
市
の
「
海
峡
メ
ッ

セ
」
を
会
場
に
青
年
部
行

事
初
参
加
３
人
を
含
む
13

支
部
24
人
の
参
加
者
で
開

催
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
田
村
豪
勇
さ

ん
（
下
関
）
か
ら
「
・
組

合
の
憲
法
、
規
約
は
な
ぜ

必
要
な
の
か
・
組
合
の
役

員
の
使
命
と
原
点
は
・
山

口
県
建
設
労
働
組
合
の
歩

ん
で
き
た
道
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
建
設
山
口
の
現
在

ま
で
歩
ん
で
き
た
50
年
の

昨
年
４
月
に
全
建
総
連
の

組
合
員
を
会
員
と
す
る

「
全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム

協
会
（
全
リ
協
）」
を
設

立
し
ま
し
た
。
建
設
山
口

も
昨
年
度
か
ら
全
リ
協
の

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

今
年
７
月
27
日
、
全
リ

協
が
国
土
交
通
省
に
団
体

登
録
さ
れ
、
国
が
公
認
す

る
団
体
の
会
員
で
あ
る
と

人
、
財
務
省
４
人
の
計
８

人
へ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

と
な
り
ま
す
。
夏
の
要
請

行
動
に
引
き
続
き
、
こ
の

秋
の
要
請
行
動
へ
の
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

歴
史
を
、
当
時
の
組
合
活

動
に
お
け
る
出
来
事
を
全

国
の
動
向
等
を
交
え
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
場
所
を
移

し
て
各
支
部
の
交
流
を
兼

ね
た
夕
食
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
２
つ
の
分

散
会
に
分
か
れ
て
、
前
日

の
講
演
の
感
想
や
青
年
層

の
悩
み
等
に
つ
い
て
討
論

し
ま
し
た
。
分
散
会
報
告

で
は
、「
当
時
の
出
来
事
や

先
輩
た
ち
が
苦
労
さ
れ
た

こ
と
で
今
の
組
合
が
あ
る
。

勉
強
に
な
っ
た
」、「
組
合

行
事
等
の
連
絡
・
報
告
を

基
本
組
合
と
も
っ
と
密
に

取
っ
て
行
き
た
い
」
等
の

意
見
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
使
用

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
で
は
、
さ
ら

に
会
員
登
録
を
す
す
め
る

た
め
、
次
の
と
お
り
、
入

会
募
集
説
明
会
及
び
義
務

講
習
Ａ
を
開
催
し
ま
す
。

全
リ
協
入
会
募
集
説
明

会
・
義
務
講
習
Ａ

【
日
時
】
10
月
30
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
～
12
時

【
場
所
】
建
設
山
口
本
部

会
館（
山
口
市
維
新
公
園
）

※
詳
細
は
本
部
ま
た
は
、

お
入
り
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
年
部だよ

り

建設山口第32回
技能競技大会

全国青年
技能競技大会

惜
し
く
も
入
賞
逃
す

今
後
へ
期
待
膨
ら
む

▼

６
時
間
の
競
技
を
終
え
て

一
日
も
早
い
復
興
を
願
い

熊本地震にともなう
応急仮設木造住宅建設

− 阿 蘇 市  −

全
リ
協
が

国
交
省
に
団
体
登
録
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北
の
「
蓼
科
山
」
か
ら
南

の
「
編
笠
山
」
ま
で
連
な
る

八
ヶ
岳
連
峰
。
花
と
岩
の
変

化
に
富
ん
だ
稜
線
、
見
た
目

よ
り
急
峻
な
蓼
科
山
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
登
れ
る
北
横
岳
、

爆
裂
火
山
と
コ
マ
ク
サ
群
落

の
硫
黄
岳
、
岩
稜
歩
き
が
楽

し
め
る
横
岳
、
大
同
心
、
小

同
心
の
特
異
な
岩
峰
の
姿
、

最
高
峰
赤
岳（
２
８
９
９
ｍ
）

か
ら
の
眺
め
、
黒
百
合
咲
く

阿
弥
陀
岳
、
忘
れ
ら
れ
な
い

山
の
一
つ
で
す
。

　

赤
岳
か
ら
キ
レ
ッ
ト
小
屋
ま
で
４
０
０
ｍ
下
り
、

権
現
岳
ま
で
３
０
０
ｍ
の
登
り
の
縦
走
は
、
ま
さ
に

百
花
繚
乱
の
高
山
植
物
の
宝
庫
で
す
。

　

あ
る
年
、
神
奈
川
の
友
達
夫
妻
と
権
現
岳
で
待
ち

合
わ
せ
、
青
年
小
屋
で
再
会
を
喜
ぶ
会
話
は
長
い
夜

と
な
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
近
く
の
西
岳
２
３
９
８
ｍ

に
足
慣
ら
し
に
登
り
、
マ
イ
ヅ
ル
草
の
大
群
落
に
感

激
し
、
そ
れ
か
ら
こ
の
山
を
舞
鶴
岳
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
編
笠
山
の
山
頂
一
帯
は
モ
レ
ー
ン
（
岩
塊
）
だ

ら
け
の
ピ
ー
ク
、
蓼
科
山
山
頂
と
同
じ
光
景
だ
。
遠

く
か
ら
眺
め
て
も
、
実
際
に
登
っ
て
も
素
晴
ら
し
い

想
い
出
に
な
る
峰
々
の
連
な
り
、
も
う
一
度
歩
き
た

い
山
の
風
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
、

南
ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
を
遠
く
に
眺
め
な
が
ら
歩
く

稜
線
は
、
岩
と
お
花
畑
で
最
高
の
山
行
で
し
た
。
短

期
間
の
予
定
な
ら
、
南
八
ヶ
岳
周
辺
が
魅
力
的
な

コ
ー
ス
と
な
る
で
し
ょ
う
。

登
山
靴

9

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

久光　義秋（光・大工 67）

百花繚乱 八ヶ岳

支部 平成 28 年 8 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 79 − 6
阿　武 24 2
岩　国 1,686 32
宇　部 1,656 29
小野田 556 1
吉　南 983 43
下　松 960 38
熊毛南 264 8
下　関 1,304 0
徳　山 743 10
豊　浦 171 4
長　門 198 2
萩 190 0
光 235 − 4
防　府 877 7
美　祢 182 − 2
山　口 1,034 4
柳　井 404 7

計 11,546人 175

　

他
に
も
特
典
が
あ
る
み

た
い
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

利
用
し
て
み
た
い
で
す
。

部
活
が
終
わ
っ
て

　
　

吉
南　

繁
永　

里
香

　
　
　
　
　
　
（
中
学
生
）

　

7
月
30
日
で
部
活
を
引

退
し
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
練
習
が
い

つ
も
あ
っ
て
、
起
き
る
の

が
嫌
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、
な
い
の
も
な
い

で
さ
み
し
い
で
す
。

結
婚
披
露
宴
で

同
級
生
と
ダ
ン
ス

　

下
関　

日
田
内　

孝
志

　
　
　
　
　
　
（
大　

工
）

　

先
日
、
友
人
の
結
婚
披

露
宴
に
出
席
。
同
級
生
6

人
で
氣
志
團
の
曲
に
合
わ

せ
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。

　

約
１
ヶ
月
練
習
し
、
何

と
か
形
に
な
り
当
日
披
露

す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

建
築
に
終
わ
り
な
し

　
　
　

光　

岡
村　

秀
基

　
　
　
　
　
（
大　

工
）

　

今
、
個
人
住
宅
は
メ
ー

カ
ー
に
お
さ
れ
気
味
で
す

が
、
丁
寧
な
仕
事
を
心
が

け
頑
張
っ
て
65
歳
の
定
年

ま
で
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

“
建
築
に
終
わ
り
な
し
”

組
合
の
特
典

利
用
し
て
み
た
い

　
　

山
口　

原
田　

美
恵

　
　
　
　
　
　
（
主　

婦
）

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

チ
ケ
ッ
ト
が
も
の
す
ご
く

お
得
で
ビ
ッ
ク
リ
。

スポンサーとして吉南支部の名が

チケット当選の方たちと試合観戦

自分のため、家族のために

し
か
っ
た
で
す
。
０
対
２

で
負
け
た
け
ど
応
え
ん
に

行
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。◇◇

◇　

◇
◇
◇

め
ざ
せ
Ｊ
１

　
　

河
村　

琉り

陽お

　

レ
ノ
フ
ァ
山
口
に
つ
い

て
は
、
岸
田
選
手
や
一
森

選
手
が
か
っ
こ
い
い
で
す
。

　

す
ご
い
と
思
っ
た
こ
と

は
、
コ
ー
ナ
ー
を
と
ら
れ

た
時
、
守
り
が
よ
く
で
き

て
い
ま
し
た
。

　

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
に
つ
い

て
は
、
レ
ノ
フ
ァ
の
ミ
ス

か
ら
一
気
に
カ
ウ
ン
タ
ー

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
も
よ

く
と
め
て
い
た
し
、
オ

フ
ェ
ン
ス
の
人
の
足
が
速

く
て
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
も

追
い
つ
け
な
か
っ
た
の
で

と
て
も
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
Ｊ
１
に
行
っ
て
ね
。

の
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
た
９
月
１
日
よ
り
１

カ
月
間
、
Ｆ
Ｍ
山
口
の
協

力
を
頂
き
組
織
拡
大
『
め

ざ
せ
１
０
０
０
名
』
へ
の

取
り
組
み
と
し
ラ
ジ
オ
Ｃ

Ｍ
を
放
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

大
応
援
団

宮
地　

結ゆ

愛え

　

7
月
31
日
に
、
秋
穂
の

赤
瀬
ビ
ー
チ
で
行
わ
れ
た

吉
南
支
部
健
康
体
力
づ
く

り
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
く
じ

を
引
い
て
あ
た
っ
た
の
は

レ
ノ
フ
ァ
の
チ
ケ
ッ
ト
で

し
た
。

　

私
は
、
今
ま
で
何
回
も

応
え
ん
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
け
ど
、
い
つ
も
の

倍
以
上
の
す
ご
い
人
で
し

た
。
１
４
５
３
２
人
の
人

が
応
え
ん
に
来
て
い
た
そ

う
で
す
。
応
え
ん
も
い
つ

も
以
上
に
も
り
上
が
っ

て
、
お
祭
り
み
た
い
で
楽

ま
し
た
。
そ
し
て
、
組
織

拡
大
へ
の
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｍ
が
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
観
戦

チ
ケ
ッ
ト
を
７
月
31
日
に

行
わ
れ
た
『
健
康
体
力
づ

く
り
』
の
賞
品
と
し
、
当

選
さ
れ
た
組
合
員
皆
様
と

共
に
観
戦
い
た
し
ま
し

た
。

　

ラ
ジ
オ
を
聞
か
れ
た

方
、
観
戦
さ
れ

た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
約

１
４
０
０
０
名

の
大
観
衆
で
し

た
。

　

当
選
さ
れ
、

観
戦
さ
れ
た
お

子
様
か
ら
嬉
し

い
感
想
文
を
い

た
だ
き
ま
し
た

年
通
り
の
イ
ベ
ン
ト
は
勿

論
の
こ
と
、
新
し
い
企
画

を
考
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
Ｆ

Ｍ
山
口
の
協
力
を
得
て
8

月
11
日
の
『
レ
ノ
フ
ァ
山

口
Ｖ
Ｓ
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
』

の
試
合
中
継
の
ス
ポ
ン

サ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
【
吉
南
・
原
田
広
人
（
鉄

筋
・
38
）】
今
年
度
、
50

周
年
実
行
委
員
と
し
て
吉

南
支
部
50
周
年
全
般
の
企

画
を
実
行
委
員
が
担
当
す

る
事
と
な
り
ま
し
た
。
例

▲

最
高
峰　

赤
岳
山
頂
に
て

　

平
成
28
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、

全
て
の
組
合
員
と
20
歳
以

容
は
、基
本
健
診
に
加
え
、

大
腸
ガ
ン
検
診
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
セ
ッ
ト

に
し
て
１
万
５
０
０
円
ま

で
中
建
国
保
で
費
用
負
担

し
ま
す
。

　

中
建
国
保
山
口
県
支
部

と
（
公
財
）
山
口
県
予
防

保
健
協
会
で
交
わ
し
て
い

る
健
康
診
査
・
保
健
指
導

委
託
契
約
の
中
に
は
、
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
前
立

腺
ガ
ン
検
診（
血
液
検
査
・

検
査
料
２
千
円
は
希
望
す

る
受
診
者
負
担
）
の
他
、

同
条
件
で
卵
巣
ガ
ン
、
子

宮
ガ
ン
、
結
腸
ガ
ン
な
ど

上
の
家
族
被

保
険
者
を
対

象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

年
齢
に

よ
っ
て
、
特

定
健
診
と
一

般
健
診
に
分

か
れ
ま
す

が
、
健
診
内

容
は
同
じ
で

す
。
健
診
内

の
項
目
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
受
診
率
の
目

標
は
70
％
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
健
診
で
「
早
期
に
病

気
が
み
つ
か
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
の
声
も
多
数
あ
り

ま
す
。
自
分
の
た
め
、
そ

し
て
家
族
の
た
め
に
病
気

は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。

　

健
診
事
業
の
詳
細
は
、

お
入
り
の
出
張
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

団結できる
拡大月間
9月〜11月

　

建
設
山
口
の
平
成
28
年

度
の
目
標
で
あ
る
１
１
５

０
０
人
を
７
月
に
は
達
成
、

さ
ら
に
１
２
０
０
０
人
に

向
け
て
躍
進
し
て
い
ま
す
。

　

常
日
頃
か
ら
組
合
の
良

い
と
こ
ろ
を
未
加
入
者
に

伝
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち

を
役
員
は
勿
論
、
組
合
員

全
員
が
心
掛
け
て
い
る
賜

物
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
独
自
の
活
動

も
い
い
の
で
す
が
、
建
設

山
口
一
丸
と
な
っ
て
運
動

す
る
連
帯
感
を
感
じ
る
の

も
い
い
も
の
で
す
。
増
強

で
き
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、

減
少
し
た
支
部
も
あ
り
ま

す
。
増
え
た
支
部
は
益
々

の
頑
張
り
を
、
減
少
し
た

支
部
は
最
小
限
に
食
い
止

め
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

自
信
を
持
っ
て
巻
き
返
し

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

全
支
部
を
あ
げ
て
未
加

入
者
へ
の
声
掛
け
は
勿
論
、

せ
っ
か
く
団
結
で
き
た
仲

間
が
誤
っ
た
情
報
に
よ
っ

て
脱
退
す
る
の
を
食
い
止

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
度
の
拡
大
月
間
が
団

結
を
感
じ
ら
れ
る
期
間
と

す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

た
ま
に
は
仲
間
と
会
っ
て

一
緒
に
行
動
で
き
る
と
思

え
ば
、
こ
の
拡
大
月
間
も

楽
し
く
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
組
織
拡
大

へ
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組織部長
来島 正利 第

一
弾
は
レ
ノ
フ
ァ
戦

吉
南
支
部
50
周
年
企
画

健診を受けよう
体の総点検を
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宇部　津田　守正
（大工・65）

25
年
ぶ
り
Ｖ

津田さん

　９月10日、広島カープが
25年ぶりのリーグ優勝を達成
しました。なかなか広島戦の
テレビ中継が観られず、スポー
ツニュースと朝刊が楽しみな毎日で
した。皆さんは、どうでしたか。
　野球解説者の大野豊さんは、広島の
まさかの独走で、解説者泣かせの展開
といわれています。新聞の見出しに
は、“若手とレジェンド（伝説のプレー
ヤー）との連携に感動”とか“「カープ
愛」ときめき頂点”とあります。
　未熟な若手が経験を積み、何年かか
けて一線級の選手に育って活躍してい
る。そして、一度チームを去って昨年
戻ってきたレジェンド・黒田博樹と新
井貴浩の２選手の存在がさらにファン
を熱くしています。

　広島カープというチーム
は、原爆投下の４年後の1949
年、市民球団として設立。すぐ
に経営難に陥り、球場に４斗だる

を置いて市民からの寄付で支えら
れました。2009年のマツダスタジア
ム建設の際も「たる募金」が復活し
ました。
　平和と復興の象徴として、広島カー
プというチームはあるのではないで
しょうか。
　「カープ愛」は、なぜこんなに伝染
していくのか。
　負けても決して諦めないカープの底
力は、このチームの成り立ちや、広島
の街が持つ歴史的意義にあると考え
ます。
　25年ぶりのⅤおめでとう。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
サ
ツ
マ
○
○
。
サ
ト
○

○
。
ジ
ャ
ガ
○
○
。

②
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
は
？

⑤
こ
と
わ
ざ
。
袖
ふ
り
合

う
も
多
生
の
○
○
。

⑥
ど
ん
ど
ん
上
が
る
。
○

○
○
登
り
。

⑧
水
な
ど
を
こ
し
て
不
純

物
を
取
り
去
る
こ
と
。

○
○
装
置
。

⑨
パ
ソ
コ
ン
用
語
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
中
の
誤
り
の

こ
と
。

⑩
車
両
や
機
械
の
数
え
方

は
１
○
○
、
２
○
○
。

⑪
数
は
力
な
り
。
組
合
発

展
の
た
め
○
○
○
拡
大

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

⑬
後
悔
。
何
事
に
も
○
○

を
残
さ
な
い
よ
う
に
。

⑮
一
尺
の
十
分
の
一
。

⑯
火
が
と
お
っ
て
い
な
い

こ
と
。
○
○
野
菜
。

⑰
絵
・
図
解
・
さ
し
絵
。

⑲
音
読
み
←
→
○
○
読
み
。

㉑
プ
ロ
レ
ス
。
昔
、
大
人

気
だ
っ
た
虎
は
？

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
今
年
、
メ
ジ
ャ
ー
通
算

３
０
０
０
本
安
打
達

成
。

②
売
り
切
れ
で
す
。

③
溶
け
や
す
く
、
燃
え
や

す
い
。
○
○
そ
く
。

④
キ
ー
マ
ン
。
彼
が
○
○

を
握
っ
て
い
る
。

⑦
自
己
陶
酔
型
の
人
。

⑩
小
←
→
○
○
。

⑫
木
曜
日
の
次
は
○
○
曜

日
で
す
。

⑬
近
年
よ
く
出
る
の
で
、

山
歩
き
に
は
注
意
。

⑭
表
←
→
○
○
。

⑯
慣
用
句
、「
秋
○
○
は

嫁
に
食
わ
す
な
」。

⑰
原
因
が
あ
れ
ば
結
果
が

あ
る
。
○
○
○
関
係
。

⑱
夜
更
か
し
。
次
の
日
は

○
○
○
に
襲
わ
れ
る
。

⑲
地
面
の
中
に
打
ち
込
む

柱
の
よ
う
な
木
材
。

⑳
36
に
な
り
ま
す
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
10
月
19
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
紙
面
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
274
号
解
答
◇

　

ナ
マ
ビ
ー
ル

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
徳

本
篤
史
【
吉
南
】
福
田
幹

雄
・
片
山
範
明
・
秋
本
文

義
【
下
松
】
岩
本
辰
子
・

松
本
慎
吾
【
下
関
】
玉
城

政
行
・
川
本
節
夫
【
長
門
】

石
村
久
江
【
山
口
】
豊
島

麻
由

（
応
募
総
数
35
）

D C

E

B

A

10 11 12

1514

1

13

1817

20

16

19

21

2

8 9

7

43

65

A
ア リ バ バ
LIBABA  C

コ ー ヒ ー
OFFEE

住 所：下関市永田郷永田妙寺町 110-2
T E L：083 −250 −9110
営業時間：9:00 〜 22:00
定休日：日曜日

素
敵
な
お
店
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

　

愛
車
、
愛
妻
、
愛
娘
、

愛
犬
・
・
・
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
「
愛
○
」
の
○
に
は

色
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、「
愛
○
」
の

○
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
建
設
山

口
教
育
宣
伝
部
ま
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

おすすめはアリババスペシャル

雰囲気のある外観

　
【
豊
浦
・
濵
﨑
好
宏
（
配

管
・
57
）】
国
道
１
９
１

号
線
沿
い
に
本
格
的
な
喫

茶
店
が
、
今
年
7
月
6
日

に
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
梅
ケ
峠
駅
近
く
の

「
ア
リ
バ
バ
コ
ー
ヒ
ー
」

は
、
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、

充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
・
ド

リ
ン
ク
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

元
う
ど
ん
店
の
店
舗
を

「
山
陰
線
沿
い
に
昔
の
よ

う
な
喫
茶
店
を
作
り
た

い
」
と
言
う
店
長
の
熱
い

思
い
で
改
装
さ
れ
、
テ
ラ

ス
席
や
カ
ッ
プ
ル
席
を
備

え
た
素
敵
な
お
店
に
な
り

ま
し
た
。

　

黒
を
基
調
と
し
た
外
観

と
こ
だ
わ
り
の
内
装
の
せ

い
か
、
写
真
撮
影
を
す
る

お
客
さ
ん
が
と
て
も
多
い

そ
う
で
す
。
食
事
は
量
も

多
く
て
味
も
お
い
し
い
ア

リ
バ
バ
ス
ペ
シ
ャ
ル
等
と

い
う
、
お
店
独
自
の
メ

ニ
ュ
ー
も
有
り
、
店
長
手

作
り
の
テ
ー
ブ
ル
の
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
空
間
で
、
一

人
で
も
カ
ッ
プ
ル
で
も
家

族
連
れ
で
も
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

愛
○
の
原
稿
募
集

作・斉藤達夫

センチな秋

秋
は
感
傷
的
…

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

ず
い
ぶ
ん

お
セ
ン
チ
な
ム
ー
ド
に

浸
っ
て
る
ね

食
欲
の
秋
だ
か
ら

セ
ン
チ
は
セ
ン
チ
で
も

や
だ
あ

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も

オ
ー
バ
ー
し
て
る

・
・
・

つ
い
つ
い

食
べ
過
ぎ
ち
ゃ
っ
て

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
が

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに収めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに


